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令
和
４
年
度
・
令
和
５
年
度

防
衛
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
伝
達
式

及
び
令
和
４
年
度
基
地
モ
ニ

タ
ー
委
嘱
式
を
４
月
13
日（
水
）

に
挙
行
し
、
ご
都
合
に
よ
り
参

加
で
き
な
か
っ
た
１
名
を
除
く

10
名
の
方
々
に
與
儀
基
地
司
令

か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

基
地
資
料
館
で
行
わ
れ
た
委

嘱
式
で
與
儀
基
地
司
令
は
、「
皆

様
に
は
、
我
々
の
行
動
、
振
る

舞
い
を
映
す
鏡
と
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
鏡
は
、
髪
が
乱
れ

て
い
る
、
ボ
タ
ン
が
外
れ
て
い

る
等
々
、
事
実
を
映
し
ま
す
。

我
々
が
物
事
を
進
め
て
い
く
中

で
、
誤
っ
た
方
向
に
向
か
わ
な

い
よ
う
に
、
皆
さ
ま
に
は
鏡
と

な
っ
て
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を

頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

我
々
の
任
務
は
、
地
域
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し

て
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
地
域

と
の
信
頼
関
係
を
さ
ら
に
深
め

た
く
、
皆
様
に
は
そ
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
力
を
貸
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

（
要
旨
）と
あ
い
さ
つ
。こ
の
後
、

体
験
喫
食
、
基
地
見
学
等
を
通

じ
て
美
保
基
地
の
任
務
、
役
割

等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
い
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
周
辺
住

民
の
方
々
か
ら
防
衛
省
自
衛
隊

又
は
基
地
に
対
す
る
意
見
や

要
望
等
を
伺
い
、
基
地
諸
施
策

の
改
善
及
び
向
上
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し

た
広
報
活
動
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
、
防
衛

モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
２
年
、
基

地
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
１
年
と

な
っ
て
い
る
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方
々
。

令
和
４
年
度
・
令
和
５
年
度

防
衛
モ
ニ
タ
ー

福
田　

勇
司　

様　

米
子
市

令
和
４
年
度
基
地
モ
ニ
タ
ー

（
あ
い
う
え
お
順
）

井
上　

く
る
み
様　

松
江
市

竹
内　

健
治　

様　

境
港
市

田
中　

千
香
子
様　

米
子
市

那
須　

孝
允　

様　

米
子
市

福
本　

一
宇　

様　

米
子
市

藤
原　

常
義　

様　

安
来
市

三
ツ
井
智
栄
子
様　

米
子
市

宮
本　

尚
美　

様　

松
江
市

森
井　

ゆ
り
か
様　

境
港
市

渡
部　
　

浩　

様　

松
江
市

　

第
３
輸
送
航
空
隊
、
美
保
管
制

隊
、
美
保
気
象
隊
は
、
５
月
12
日

（
木
）航
空
支
援
集
団
副
司
令
官
・

川
波
清
明
将
補
の
初
度
視
察
を
受

察
し
た
。

　

午
前
８
時
20
分
頃
、
美
保
基
地

へ
到
着
し
た
川
波
副
司
令
官
は
、

視
察
に
先
立
ち
慰
霊
碑
で
あ
る「
天

翔
の
碑
」に
て
献
花
を
実
施
し
た
。

　

司
令
部
庁
舎
で
状
況
報
告
を
受

け
た
川
波
副
司
令
官
は
、
続
い
て

基
地
内
巡
視
を
実
施
、
美
保
タ
ー

ミ
ナ
ル
管
制
所
、
美
保
気
象
隊
、

Ｋ
Ｃ
燃
料
系
統
整
備
格
納
庫
、
Ｋ

Ｃ
―
46
Ａ
空
中
給
油
・
輸
送
機
、

美
保
管
制
塔
、
Ｃ
―
２
輸
送
機
、

陸
上
自
衛
隊
美
保
分
屯
地
を
精
力

的
に
視
察
し
た
。

　

訓
示
で
は「
今
、
我
が
国
を
め

ぐ
る
周
辺
の
情
勢
や
国
際
情
勢
は

風
雲
急
を
告
げ
る
ほ
ど
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
る
。
軍
事
の
専

門
家
で
す
ら
事
案
の
先
行
き
を
読

め
な
い
ほ
ど
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
制

服
を
着
て
い
る
我
々
も
深
い
関
心

を
持
っ
て
情
勢
を
注
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

本
日
の
部
隊
視
察
に
お
い
て
、

諸
官
に
望
む
こ
と
は
一
点
、
あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
美
保
基

地
は
今
現
在
航
空
自
衛
隊
の
最
新

鋭
の
装
備
品
を
導
入
し
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
航
空
自
衛
隊
の
最
先
端

を
ひ
た
走
る
部
隊
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
時
期
に
は
常
に
困
難
な
事

態
に
直
面
す
る
の
が
常
で
あ
る
。

課
題
に
遭
遇
し
て
も
決
し
て
く
じ

け
る
こ
と
な
く
改
善
、
改
革
、
前

進
と
い
う
歩
み
を
止
め
な
い
で
も

ら
い
た
い
。
與
儀
基
地
司
令
を
核

心
と
し
て
一
致
団
結
し
、
ど
う
か

諸
官
た
ち
の
能
力
を
信
じ
て
ど
の

よ
う
な
困
難
に
当
た
っ
て
も
挑
戦

し
続
け
て
も
ら
い
た
い
。
き
っ
と

素
晴
ら
し
い
成
果
と
し
て
美
し
い

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
に
な
る
と
信

じ
て
い
る
。」（
要
旨
）
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

私
は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
で
す
。
と

は
言
っ
て
も
日
々
ス
ト
イ
ッ
ク
に
鍛

錬
に
励
む
本
格
派
で
は
な
く
、
か

な
り
「
ユ
ル
い
」
グ
ル
ー
プ
に
属
し

ま
す
。

　

よ
り
速
く
、よ
り
遠
く
へ
走
る
。

そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
場
合
、

い
や
が
上
に
も
自
転
車
の
軽
量
化

と
空
気
抵
抗
の
削
減
が
当
然
の

作
法
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
道

中
お
土
産
を
買
い
求
め
、
景
色

を
愛
で
な
が
ら
の
ん
び
り
走
る
の

な
ら
ば
、
自
転
車
は
便
利
で
安

楽
な
方
が
良
く
、
重
量
や
空
気

抵
抗
へ
の
配
慮
は
程
々
で
も
構
わ

な
い
と
い
う
文
化
が
生
じ
ま
す
。

　

目
的
に
最
適
化
さ
れ
た
モ
ノ
は

使
い
や
す
く
、
で
な
け
れ
ば
使
い

に
く
い
。
す
べ
て
人
力
に
依
存
し
、

一
日
１
０
０
キ
ロ
は
軽
く
走
る
サ

イ
ク
リ
ス
ト
に
と
り
、
最
適
化
は

重
要
課
題
。
そ
こ
で
、
本
格
派

と
ユ
ル
い
グ
ル
ー
プ
の
自
転
車
で

は
、
使
い
方
に
合
わ
せ
て
部
品
選

択
や
外
観
、
果
て
は
フ
レ
ー
ム
形

状
や
素
材
、
チ
ェ
ー
ン
オ
イ
ル
に
ま

で
差
異
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
差
異
は
、
目
的
と
手
段
の

反
映
で
す
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

何
に
充
実
感
を
感
じ
、
そ
の
た
め

の
労
力
や
コ
ス
ト
は
ど
こ
ま
で
が

許
容
で
き
る
の
か
と
い
う
、
乗
り

手
の
価
値
観
の
問
題
に
帰
結
し

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
格
派
の
人
達

も
、
し
ま
な
み
海
道
の
様
な
壮

大
で
美
し
い
景
観
の
下
で
走
る
の

は
大
好
き
で
す
し
、
ユ
ル
い
グ
ル
ー

プ
も
、
交
通
事
情
か
ら
全
力
走

行
を
要
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
共
通
基
盤
は
あ
る
の
で

す
が
、
最
適
化
さ
れ
た
モ
ノ
は
違

い
ま
す
し
、
経
験
で
し
か
自
分

に
合
う
路
線
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

も
し
自
転
車
趣
味
を
始
め
る
な

ら
ば
、
マ
マ
チ
ャ
リ
化
が
容
易
で
、

少
し
だ
け
高
性
能
な
自
転
車
か

ら
が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
ス
ロ
ー
・ポ
ッ
タ
ー
）

　

朝
方
は
霧
雨
に
包
ま
れ
る

中
、
一
時
は
天
候
が
心
配
さ
れ

た
が
、
法
要
が
始
ま
る
頃
に
は

そ
の
霧
雨
は
ぴ
た
り
と
止
み
、

護
国
延
命
地
蔵
尊
は
静
寂
な
空

気
に
包
ま
れ
た
。

　

築
城
基
地
か
ら
第
８
航
空
団

司
令
・
大
嶋
将
補
、
美
保
基
地

か
ら
第
３
輸
送
航
空
隊
副
司
令

柴
崎
１
佐
、
遠
く
は
那
覇
基
地

か
ら
第
３
０
４
飛
行
隊
長
・
上

迫
２
佐
、
美
保
、
築
城
、
那
覇

の
各
基
地
及
び
高
尾
山
分
屯
基

地
の
隊
員
ら
の
参
列
で
、
自
衛

隊
側
か
ら
は
総
勢
35
名
と
３
年

振
り
に
多
く
の
隊
員
た
ち
が
英

霊
へ
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

法
要
は
護
持
委
員
会
委
員
長

の
烏
田
富
夫
氏
に
よ
り
進
行
さ

れ
、
黙
と
う
の
後
に
当
時
を
詳

し
く
知
る
護
持
委
員
会
の
河
村

幾
喜
氏
か
ら
事
故
に
ま
つ
わ
る

経
験
に
つ
い
て
克
明
な
話
が
さ

れ
る
と
、
参
列
し
た
隊
員
ら
は

そ
の
内
容
に
大
き
く
頷
き
、
事

故
が
も
た
ら
す
悲
し
み
や
辛
さ

な
ど
に
我
が
事
の
よ
う
に
思
い

を
馳
せ
て
い
る
様
子
で
あ
っ

た
。

　

続
い
て
第
８
航
空
団
司
令
が

「
こ
の
地
で
殉
じ
ら
れ
た
三
柱

は
昭
和
44
年
の
こ
の
日
、
美
保

基
地
開
庁
記
念
式
典
の
祝
賀
飛

行
の
た
め
、
Ｆ
―
86
Ｆ
戦
闘
機

に
て
築
城
基
地
を
飛
び
立
ち
、

鎗
ヶ
埼
山
頂
付
近
に
墜
落
殉
職

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
天
候
が

悪
い
中
で
あ
り
な
が
ら
も
、
崇

高
な
使
命
感
を
も
っ
て
、
与
え

ら
れ
た
職
務
を
全
う
し
よ
う
と

全
身
全
霊
を
捧
げ
た
も
の
で
あ

り
、
残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
皆
様

の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
言
葉

で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
程
、
悲

痛
な
思
い
で
あ
り
ま
す
。
事
故

か
ら
既
に
53
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
時
代
が
幾
ら
変
わ
ろ
う
と

も
、
隊
員
一
同
は
御
霊
の
遺
志

を
受
け
継
ぎ
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
悲
惨
な
事
故
を
決
し
て
起

こ
す
こ
と
な
く
、
精
強
な
部
隊

に
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま

す
。」（
要
旨
）
と
追
悼
の
言
葉

を
述
べ
た
。

　

最
後
に
参
列
者
に
よ
る
献

花
、
導
師
よ
り
お
経
が
上
げ
ら

れ
、
法
要
を
終
え
る
頃
に
は
雲

間
か
ら
穏
や
か
な
日
が
差
し
、

ま
る
で
捧
げ
た
祈
り
が
天
へ
と

届
い
た
か
の
よ
う
な
久
多
見
の

空
模
様
と
な
っ
た
。

護
国
延
命
地
蔵
尊

護
国
延
命
地
蔵
尊

5454
回
忌
法
要

回
忌
法
要

遥
か
遠
隔
地
か
ら
も
有
志
た
ち
が
参
集

航
空
支
援
集
団
副
司
令
官
が
部
隊
初
度
視
察

「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦
」
と
訓
示

天翔の碑にて献花天翔の碑にて献花

鎮魂の想いを込め、読経鎮魂の想いを込め、読経

久多見の山中、静かに佇む護国延命地蔵尊久多見の山中、静かに佇む護国延命地蔵尊 献花する柴崎副司令献花する柴崎副司令

　

５
月
11
日
（
水
）、
島
根
県
出
雲
市
久
多
見
町
の
護
国
延
命
地
蔵
尊
に
お
い
て
54
回
忌
法
要
が
執

り
行
わ
れ
た
。

美保分屯地でＣＨ－４７ＪＡを研修美保分屯地でＣＨ－４７ＪＡを研修

Ｃ－２輸送機をバックに記念撮影Ｃ－２輸送機をバックに記念撮影

資料館での委嘱式資料館での委嘱式Ｃ－２輸送機を詳細に視察Ｃ－２輸送機を詳細に視察

管制塔でＫＣ施設の説明を受ける川波副司令官管制塔でＫＣ施設の説明を受ける川波副司令官

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度 

防
衛
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
伝
達
式

防
衛
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
伝
達
式

令
和
４
年
度　

基
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
挙
行

基
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
挙
行

與
儀
基
地
司
令
か
ら
委
嘱
状
伝
達
及
び
委
嘱
状
交
付



	 だ　　い　　せ　　ん	 2022年（令和４年）６月22日（2）

わ
た
し
の
お
父
さ
んゆう

き　

た
い
せ
い
く
ん

検
査
隊　

結
城　

浩
太　

３
曹　

長
男

　
パ
パ
は
飛
行
場
で
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
か
っ
こ
い
い
で

す
。
早
く
航
空
祭
に
行
っ
て
い
ろ
ん
な
飛
行
機
が
見
た
い
で
す
。
パ
パ
は

よ
く
釣
り
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
頑
張
っ
て
早
く
起
き
て
い
っ
ぱ

い
釣
り
ま
す
。
パ

パ
は
夜
に
一
人

で
釣
り
に
行
く

と
い
っ
て
何
も

持
っ
て
こ
な
い

と
き
が
あ
り
ま

す
。
僕
も
お
お
き

く
な
っ
た
ら
パ

パ
よ
り
も
い
っ

ぱ
い
お
魚
を
釣

り
た
い
で
す
。

中央がたいせいくん、右はわくとくん中央がたいせいくん、右はわくとくん

広報班がブース展開広報班がブース展開
航空中央音楽隊演奏会にあわせ

　

美
保
基
地
の
隊
員
20
名
ら
に

よ
る
野
外
行
動
訓
練
が
、
５
月

９
日
（
月
）
出
雲
市
久
多
見
町

山
中
に
て
実
施
さ
れ
た
。

　

訓
練
で
は
護
国
延
命
地
蔵
尊

周
辺
の
環
境
整
備
も
兼
ね
て
道

路
脇
の
法
面
の
草
刈
り
と
樹
木

の
枝
打
ち
な
ど
を
実
施
し
、
足

場
の
環
境
が
悪
い
状
況
の
中
で

も
安
全
に
行
動
を
実
施
す
る
た

め
、
隊
員
間
の
相
互
連
携
要
領

を
演
練
し
た
。

　

環
境
整
備
に
は
築
城
基
地
か

ら
第
８
航
空
団
の
隊
員
10
名
も

加
わ
り
、
総
勢
30
名
の
隊
員
た

ち
の
協
同
動
作
に
よ
っ
て
地
蔵

尊
周
辺
の
生
い
茂
っ
た
草
木
は

美
し
く
刈
り
整
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
護
国
延
命
地
蔵
尊
の

環
境
を
整
え
る
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
、
建
立
に
至
る
経
緯
と

護
持
委
員
会
の
方
々
た
ち
の
半

世
紀
以
上
に
わ
た
る
取
り
組
み

を
事
前
に
学
ん
で
か
ら
こ
の
訓

練
に
臨
ん
だ
こ

と
で
、
参
加
者

た
ち
の
安
全
に

つ
い
て
の
思
い

が
深
め
ら
れ
、

久
多
見
の
方
々

へ
の
感
謝
の
思

い
が
込
め
ら
れ

た
環
境
整
備
へ

と
つ
な
が
っ
た
。

　

訓
練
の
成
果

は
後
日
に
控
え

た
護
国
延
命
地
蔵
尊
の
54
回
忌

法
要
に
臨
む
に
ふ
さ
わ
し
い
美

し
く
整
え
ら
れ
た
環
境
と
な
っ

て
現
れ
、
そ
し
て
参
加
隊
員
た

ち
の
団
結
強
化
へ
と
結
実
し
た
。

野
外
行
動
訓
練
を
実
施

８
空
団
隊
員
と
力
を
合
わ
せ
護
国
延
命
地
蔵
尊
周
辺
の
環
境
整
備

手分けして丁寧に環境整備手分けして丁寧に環境整備

好天に恵まれ久しぶりの広報活動に汗を流しました好天に恵まれ久しぶりの広報活動に汗を流しました

　

自
衛
隊
は
現
在
、
国
際
平
和

協
力
業
務
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
と
し
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
民
へ
の
人
道

救
援
物
資
の
輸
送
任
務
を
実
施

し
て
お
り
、
美
保
基
地
か
ら
は

５
月
11
日（
水
）
～
16
日（
月
）

の
間
、
Ｃ
―
２
輸
送
機
に
よ
り

ド
バ
イ（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）

か
ら
ブ
カ
レ
ス
ト
（
ル
ー
マ
ニ

ア
）
へ
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
人

道
物
資
輸
送
を
実
施
し
た
。

　

今
回
の
支
援
は
、
我
が
国
が

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
を
通
じ
て
実

施
す
る
も
の
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

が
ド
バ
イ
に
備
蓄
し
て
い
る
人

道
救
援
物
資
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
周

辺
国
で
あ
る
ル
ー
マ
ニ
ア
及
び

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
へ
輸
送
す

る
も
の
。

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
引
き
続

き
、
国
際
社
会
と
連
携
し
な
が

ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
民
の
方
々

に
寄
り
添
う
支
援
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

届
け
！

届
け
！

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
民
へ

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
民
へ

人
道
救
援
物
資
の
輸
送
任
務
を
実
施

人
道
救
援
物
資
の
輸
送
任
務
を
実
施

平和協力隊員記章を肩に出発の申告平和協力隊員記章を肩に出発の申告

見送りには駐日ルーマニア大使が駆け付けました見送りには駐日ルーマニア大使が駆け付けました

　

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
・

ア
ル
テ
ピ
ア
に
お
い
て
５
月
７

日（
土
）「
ス
マ
イ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
in
安
来
」
が
、
米
子
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

５
月
８
日
（
日
）「
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
in
米
子
」
が
航
空

中
央
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏

会
と
し
て
実
施
さ
れ
、
美
保
基

地
広
報
班
が
「
広
報
ブ
ー
ス
」

を
展
開
し
た
。

　

広
報
ブ
ー
ス
は
美
保
基
地
の

ほ
か
、
地
方
協
力
本
部
と
航
空

自
衛
隊
高
尾
山
分
屯
基
地
も

隣
接
し
て
展
開
し
、
各
ブ
ー
ス

間
で
協
力
し
あ
っ
て
の
熱
い
広

報
活
動
が
功
を
奏
し
、
両
日
と

も
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

た
。

チーム美保、チーム築城とともに記念撮影チーム美保、チーム築城とともに記念撮影
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境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
主

催
の「
み
な
と
学
ぼ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

が
５
月
14
日（
土
）、
同
タ
ー
ミ

ナ
ル
内
で
開
か
れ
、
美
保
基
地

は
警
備
犬
訓
練
展
示
、
軽
装
甲

機
動
車
及
び
破
壊
機
救
難
消
防

車
展
示
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、「
見
て
・
ふ
れ

て
、
体
験
し
て
、
楽
し
く
防
災

を
知
ろ
う
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
海
上
エ
リ
ア
、
自
衛
隊
・
警

察
エ
リ
ア
、
消
防
エ
リ
ア
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
エ
リ
ア
等
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で
防

災
に
つ
い
て
学
ぶ
の
も
の
。

　

会
場
に
は
、
海
上
自
衛
隊

の
ミ
サ
イ
ル
艇
「
は
や
ぶ
さ
」

や
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
の

ほ
か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
パ

ト
カ
ー
、
白
バ
イ
、
起
震
車

等
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
約

３
５
０
０
人
の
来
場
者
は
、
隊

員
ら
の
任
務
や
防
災
等
に
つ
い

て
の
説
明
に
熱
心
な
様
子
で
耳

を
傾
け
た
。

　

自
衛
隊
エ
リ
ア
に
お
い
て

も
、
普
段
間
近
で
見
る
こ

と
の
な
い
軽
装
甲
機
動
車

（
Ｌ
Ａ
Ｖ
）
や
破
壊
機
救

難
消
防
車
（
Ａ
―
Ｍ
Ｂ
―

１
）
の
周
り
は
大
勢
の
親

子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

中
で
も
警
備
犬
ラ
キ
号
に

よ
る
「
人
員
捜
索
訓
練
」、

「
服
従
訓
練
」
等
の
実
戦

さ
な
が
ら
の
訓
練
展
示
は

注
目
を
集
め
、
見
学
者
か

ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
隊

員
ら
は
、
来
場
者
の
方
々
と
触

れ
あ
い
、
自
衛
隊
及
び
美
保
基

地
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

み
な
と
学
ぼ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
警
備
犬
訓
練
展
示

み
な
と
学
ぼ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
警
備
犬
訓
練
展
示

軽
装
甲
機
動
車
、
破
壊
機
救
難
消
防
車
展
示
も

　

突
然
で
す
が
皆
さ
ん
は
沖
縄

県
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　

沖
縄
と
言
え
ば
透
き
通
る
美

し
い
海
、
シ
ー
サ
ー
、
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
、
首
里
城
な
ど

様
々
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

と
思
い
ま
す
。
今
回
沖
縄
出
身

の
私
が
紹
介
す
る
の
は
、
沖
縄

ら
し
さ
満
載
の
ス
ポ
ッ
ト
。
豊

崎
海
浜
公
園
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

豊
崎
海
浜
公
園
は
全
長

７
０
０
メ
ー
ト
ル
、
那
覇
空
港

か
ら
車
で
約
15
分
の
距
離
に
あ

る
海
沿
い
の
公
園
で
す
。
こ

こ
で
は
海
水
浴
は
も
ち
ろ
ん
、

隣
接
し
た
施
設
で
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
夏
に
な
る
と
地
元
の
人
や

多
く
の
観
光
客
で
熱
気
に
あ
ふ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
海
沿
い
か
ら
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
に
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
や
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
、
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
な

ど
が
で
き
る
施
設
が
あ
り
、
海

水
浴
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し

む
事
が
出
来
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
施
設
内
に
あ
る

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
沖
縄

の
海
を
見
な
が
ら
の
食
事
が
で

き
、
近
く
に
あ
る
ラ
イ
ブ
会
場

で
は
話
題
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

M
A

X

や
、D

A
 PU

M
P

な
ど

の
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
た
り
、
祭
り
の
会

場
と
し
て
も
よ
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

加
え
て
夕
方
に
な
る
と
、
水

平
線
に
沈
む
夕
日
で
空
が
わ
ず

か
に
橙
色
に
染
ま
る
光
景
は
、

他
の
海
で
は
滅
多
に
見
ら
れ
な

い
絶
景
で
す
。

　

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
今
後

も
ま
だ
ま
だ
旅
行
し
づ
ら
い
状

況
で
す
が
、
情
勢
が
落
ち
着

き
、
気
軽
に
旅
行
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
際
に
は
、
是
非
と
も

豊
崎
海
浜
公
園
に
足
を
運
ん
で

み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。美

保
気
象
隊　

岩
田　

朋
和

迫真の不審者対処実演に来場者は興味深々迫真の不審者対処実演に来場者は興味深々

自衛隊ではたらく車は子供たちに大人気自衛隊ではたらく車は子供たちに大人気

宝石のような輝きを放つ海、ステキですね宝石のような輝きを放つ海、ステキですね

　
「
だ
い
せ
ん
」を
ご
覧
の
み
な

さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
紹
介

す
る
の
は
整
備
補
給
群
検
査
隊

第
１
小
隊（
以
下「
１
小
隊
」
と

い
う
）
で
す
。
１
小
隊
は
小
隊

長
以
下
数
十
名
で
編
成
さ
れ
て

お
り
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
検
査
隊

は
他
の
職
種
の
よ
う
に
何
か
を

専
門
と
し
た
職
種
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
強
い
て
言
え
ば
航
空

機
「
Ｃ
―
２
」
の
整
備
全
般
に

特
化
し
た
職
種
で
す
。例
え
ば
、

整
備
作
業
に
関
し
て
言
え
ば
ど

の
よ
う
な
故
障
で
あ
っ
て
も
、

我
々
が
１
番
に
現
場
へ
向
か
い

故
障
探
求
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
こ
か
ら
故
障
内
容
に
よ
っ

て
、
専
門
職
の
方
と
連
携
を
と

り
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
整
備

作
業
以
外
に
も
飛
行
支
援
に
携

わ
っ
て
お
り
飛
行
前
後
の
点
検

を
行
っ
た
り
、
時
に
は
飛
ん
で

い
く
Ｃ
―
２
に
同
乗
し
、
他
基

地
や
他
国
等
の
目
的
地
で
整
備

作
業
や
飛
行
支
援
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
我
々
が
飛

行
前
の
点
検
で
大
き
な
見
落
と

し
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
飛
行
を

実
施
し
た
場
合
、
故
障
や
事
故

の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
責
任
重
大
な

職
種
な
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
我
々
１
小
隊

は
人
の
命
を
預
か
っ
て
い
る
自

覚
を
持
ち
、
高
い
志
と
熟
練
さ

れ
た
知
識
、
洗
練
さ
れ
た
技
術

力
を
も
っ
て
業
務
に
専
念
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
我
々

は
こ
れ
か
ら
も
人
々
の
生
活
や

安
全
を
守
る
た
め
、
誠
心
誠
意

飛
行
機
と
向
き
合
い
、
整
備
作

業
等
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
何

卒
！
整
備
補
給
群
検
査
隊
第
１

小
隊
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

P.S.　

彼
女
な
し
で
す
。
お
願

い
し
ま
す
。

栗
原
士
長

職場紹介  
整備補給群検査隊

第１小隊
C-2の飛行安全サポート集団

心を一つに、安心安全な運航を支える事が我らの誇り心を一つに、安心安全な運航を支える事が我らの誇り

レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

美
ら
ビ
ー
チ
豊
崎豊

崎
海
浜
公
園

　

境
港
市
内
の
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
５
の
駐
車
場

に
お
い
て
、
４

月
27
日
（
水
）
境

港
警
察
署
主
催

の
交
通
安
全
啓

発
活
動
が
実
施

さ
れ
た
。

　

こ
の
活
動
は
、

境
港
警
察
署
管

内
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア

駐
車
場
で
発
生

し
た
人
身
事
故

を
同
署
が
重
く

受
け
止
め
た
こ

と
に
よ
る
も
の

で
、
境
港
警
察
署
交
通
課
、
鳥

取
県
交
通
安
全
協
会
、
境
港
市

内
の
自
治
体
関
係
者
と
協
同

で
、
美
保
基
地
か
ら
は
安
全
班

長
、
准
曹
士
先
任
が
「
交
通
安

全
宣
伝
隊
」
の
一
員
と
し
て
参

加
し
た
。

　

活
動
で
は
、
駐
車
場
を
利
用

中
の
方
々
に
交
通
安
全
啓
発
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
た

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り

な
が
ら
駐
車
場
で
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
熱
心
に
宣
伝
活
動
を

繰
り
広
げ
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
か
ら
は

「
そ
ん
な
事
故
が
あ
っ
た
ん
で

す
か
？
気
を
付
け
ま
す
。」等
と

い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

あ
る
参
加
者
は「
普
段
何
気
な

く
や
っ
て
い
る
事
ほ
ど
、
潜
む

危
険
を
意
識
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
た
。」
と
し
て
こ
の

啓
発
活
動
を
締
め
く
く
っ
た
。

境
港
警
察
署
と
協
同
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

美
保
基
地
が
宣
伝
隊
に
参
加

お店の前でみなさんに交通安全を宣伝お店の前でみなさんに交通安全を宣伝

ドライバーさんに駐車場に潜む危険を説明ドライバーさんに駐車場に潜む危険を説明
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自
宅
の
購
入
を
考
え
て
い
る

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？　

今
回
の
家
庭
訪
問
は
、

昨
年
、
境
港
市
に
建
て
た
私
の

自
宅
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ

ん
、
境
港
市
の
土
地
の
値
段
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

実
は
平

均
し
て
坪
単
価
約
７
万
円
な
ん

で
す
。
私
は
●
●（
内
緒
）坪
の

土
地
を
購
入
し
ま
し
た
が
、
小

牧
や
入
間
で
同
じ
予
算
だ
と
約

25
坪
と
な
り
、
家
と
駐
車
場
し

か
作
れ
な
い
広
さ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
広
い
土
地
を
購
入
で
き
た

お
か
げ
で
、
庭
付
き
マ
イ
ホ
ー

ム
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
花
木
の

好
き
な
妻
と
毎
週
、
庭
の
手
入

れ
や
家
庭
菜
園
に
気
持
ち
の
良

い
汗
を
流
す
と
と
も
に
、
妻
と

の
会
話
も
増
え
、
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

家
に
つ
い
て
も
広
い
土
地
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
自
由
に

走
り
回
れ
る
よ
う
に
20
畳
オ
ー

バ
ー
の
リ
ビ
ン
グ
を
作
っ
た
こ

と
で
、
子
供
た
ち
は
毎
日
が
運

動
会
で
す
。
官
舎
の
時
に
気

を
使
っ
て
い
た
足
音
の
心
配
も

な
く
な
り
自
由
に
遊
ん
で
い
る

子
供
を
見
る
と
、
本
当
に
購
入

し
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
周
辺
は
日

本
の
古
き
良
き
伝
統
が
受
け
継

が
れ
て
お
り
、
ご
近
所
さ
ん
か

ら
新
鮮
な
野
菜
や
魚
を
頂
く
な

ど
、
心
温
か
い
人
ば
か
り
で
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
自
宅
を
購
入
す
る

決
心
を
し
た
の
は
「
子
供
と
一

緒
に
生
活
で
き
る
の
も
あ
と
数

年
で
す
よ
。」の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

か
ら
の
一
言
で
し
た
。
市
街
地

で
も
手
頃
に
庭
付
き
マ
イ
ホ
ー

ム
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
れ
る
境
港

市
で
、
残
り
少
な
い
子
供
と
の

時
間
を
快
適
に
過
ご
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

基
地
新
聞
「
だ
い
せ
ん
」
を

ご
覧
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
基
地
業
務
群
施
設
隊
に

配
属
さ
れ
た
３
名
の
ホ
ー
プ
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
人
目
は
、
空
士
長　

比
嘉

恒
仁（
ひ
が　

つ
ね
ひ
と
）、
沖

縄
県
出
身
の
24
歳
で
、
大
学
で

は
２
等
航
空
整
備
士
免
許
を
３

年
か
け
て
取
得
し
、
卒
業
研
究

は
ラ
ム
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
に

流
れ
る
空
気
流
の
解
析
に
つ
い

て
論
文
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
や
富

士
登
山
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
の

沖
縄
本
島
１
周
、
西
日
本
豪
雨

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
な
ど
、
と
て
も
活
動
的
。

目
標
は
皆
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

に
出
場
し
完
走
す
る
こ
と
で
、

将
来
は
、
世
界
各
国
に
い
る
友

人
と
鉄
人
レ
ー
ス
に
出
場
し
、

一
緒
に
完
走
す
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
な
お
、
一
緒
に
体
力
錬

成
を
す
る
人
を
募
集
中
と
の
こ

と
。

　

２
人
目
は
、
１
等
空
士　

川

越
皓
太
（
か
わ
ご
え　

こ
う

た
）、
鹿
児
島
県
出
身
の
19
歳

で
、
趣
味
は
古
着

屋
巡
り
。
最
近
は

フ
ィ
ル
ム
カ
メ

ラ
に
も
興
味
が
あ

り
、
購
入
を
計
画

し
て
い
る
ほ
か
、

私
有
車
を
購
入

し
、
鳥
取
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
巡
り
も

計
画
中
で
す
。
高

校
で
は
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
部
に
所
属
し
、

鹿
児
島
県
の
代
表

と
し
て
茨
城
国
体

に
も
出
場
し
ま
し

た
。

　

３
人
目
は
、
１
等
空
士　

松

山
正
龍
（
ま
つ
や
ま　

し
ょ
う

り
ゅ
う
）、
佐
賀
県
出
身
の
19

歳
で
、
高
校
で
は
山
岳
部
に
所

属
し
、
趣
味
は
登
山
。
北
ア
ル

プ
ス
の
常
念
岳
（
２
，８
５
７

ｍ
）
と
屋
久
島
の
宮
之
浦
岳

（
１
，９
３
６
ｍ
）
に
登
頂
し
た

経
験
も
あ
り
、
そ
の
際
は
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
ま
し

た
。
小
学
校
と
中
学
校
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
、
現
在
も

先
輩
や
同
期
隊
員
と
体
育
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ク
リ

ン
グ
に
も
興
味
が
あ
り
、
ク
ロ

ス
バ
イ
ク
の
購
入
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

３
人
は
今
年
４
月
に
初
級
電

気
員
課
程
を
修
了
し
た
ば
か
り

で
す
が
、
電
気
員
と
し
て
及
び

各
種
資
格
取
得
に
向
け
た
勉

強
、
体
力
錬
成
と
と
て
も
前
向

き
に
活
動
し
て
お
り
、
職
場
の

雰
囲
気
を
明
る
く
す
る
大
き
な

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ス　イ　カス　イ　カ

　今年の大栄西瓜は平均糖度が中心
部で12.3度と例年にない甘さと玉太り
で絶品だそうですよ！　美味しい西
瓜でLet's夏バテ予防っ ! !

６
月
４
日
付

　

第
３
輸
送
航
空
隊

石
橋　

茂　

准
尉

住
所
　
島
根
県
松
江
市

６
月
４
日
付

　

第
３
輸
送
航
空
隊

武
田　

洪
福　

准
尉

住
所
　
鳥
取
県
米
子
市

飛行群第403飛行隊

志治　政之３佐宅の巻
「家族と過ごすマイホーム」

第
２
の
人
生 

お
元
気
で

６
月
定
年
退
官
者

緑豊かな庭、大きな家、広がる大空、境港の醍醐味ですね緑豊かな庭、大きな家、広がる大空、境港の醍醐味ですね

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
美

保
基
地
業
務
隊
厚
生
班
の
河
村

士
長
で
す
。

　

本
日
は
、
私
の
生
ま
れ
た
地

で
あ
る
山
口
県
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

山
口
県
は
、
本
州
南
西
部
に

位
置
し
、
中
国
地
方
に
属
し
ま

す
。
県
庁
所
在
地
は
同
名
の
山

口
市
で
、
そ
の
歴
史
は
14
世
紀

に
遡
り
ま
す
。
当
時
の
大
名
が

京
都
を
模
し
た
町
作
り
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
「
西
の
京
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
口

市
は
豊
富
な
緑
や
清
ら
か
な
水

を
有
す
る
自
然
に
満
ち
た
都
市

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
と
聞
い
て
多
く
の
方

が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
間
違

い
な
く
「
角
島
大
橋
」、「
錦
帯

橋
」、
食
べ
物
な
ら
「
ふ
ぐ
」、

「
外
郎
」だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

他
の
イ
メ
ー
ジ
は
教
育
隊
で
入

校
し
た
防
府
南
基
地
の
こ
と
も

思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？　

熊
谷
基
地
の
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
…　

ま
た
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
た
め
の
防

府
北
基
地
も
あ
り
ま
す
。

　

で
す
が
、
山
口
県
に
は
国
定

公
園
及
び
特
別
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
た
日
本
最
大
級
の
カ

ル
ス
ト
台
地
秋
吉
台
や
そ
の
地

下
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
は
、
日

本
屈
指
の
大
鍾
乳
洞
秋
芳
洞
が

あ
り
ま
す
。
地
下
１
０
０
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
温

度
は
四
季
を
通
し
て
17
℃
で
一

定
し
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
温
か

く
、
快
適
に
観
光
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
山
口
県
と
福
岡
県

を
結
ぶ
全
長
３
，４
０
０
メ
ー

ト
ル
の
関
門

ト
ン
ネ
ル
が

あ
り
ま
す
。

地
下
60
メ
ー

ト
ル
ま
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー

で
降
り
る
こ

と
で
海
の

下
、
海
底
ト

ン
ネ
ル
を
歩

く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま

た
、
山
口
県

は
食
文
化
も

盛
ん
で
す
。

私
の
お
勧
め

は
瓦
そ
ば
で

す
。
熱
し
た

瓦
の
上
に
茶

そ
ば
と
具
を

の
せ
て
温
か

い
め
ん
つ
ゆ

で
食
べ
る
料
理
で
す
。

　

紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
い

い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
一
度
山
口
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

ふるさとバンザイふるさとバンザイ

一度はおいでよ、山口県
～山口県～

基地業務群業務隊　河村士長

角島大橋は一度は行ってみたい橋と言われるほどの美しい景色が自慢角島大橋は一度は行ってみたい橋と言われるほどの美しい景色が自慢

　食事を提供し、施設を整備し、飛行場が機能するために働いた日々があった。
　この１機を飛ばすための整備にかけた時間があった。
　そして今、飛び立つために計画し、調整したことがある。

　　　　彼の地で待つ誰かのもとへ

　　　　　　行ってらっしゃい。　 行ってきます。
　その絆が、美保基地の、各基地の、日本の想いを世界へ繋いでいく。

１
機
を
飛
ば
す
た
め
の
「
絆
」

ホ
ー
プ
登
場

南
国
出
身
の
電
気
班
３
人
組

美
保
基
地
に
笑
顔
と
明
る
い

電
気（
元
気
）を
お
届
け
し
ま
す

基
地
業
務
群
施
設
隊

比
嘉　

恒
仁　

空
士
長

川
越　

皓
太　

１
等
空
士

松
山　

正
龍　

１
等
空
士

後ろが川越１士、手前左から比嘉士長、松山１士後ろが川越１士、手前左から比嘉士長、松山１士
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